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１．概要（Summary） 

本研究は，微小流路の流路壁にピエゾ抵抗型力セン

サを組み込んだデバイスを開発し、細胞の機械的特性を

計測することを目的とした． 

 微小流路壁にピエゾ抵抗型力センサを組み込むことで、

流路壁に加わる圧力を高い分解能で直接計測することが

できる。今回、試作したデバイスで、流路内に細胞懸濁液

を流し、流路壁にかかる圧力を計測することに成功した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 高速大画面電子線描画装置 

【実験方法】 

センサの製作において高速大画面電子線描画装置を

活用することでフォトマスクを作製し、これをもとにセンサ

チップアレイと微小流路を制作した。さらにチップアレイを

個々のチップに分割する際にステルスダイサーを使用し

て、ピエゾ抵抗型センサを実現した． 

ジメチルポリシロキサン（PDMS）に転写した流路

とセンサチップに酸素プラズマ処理を施し、アライン

メントして結合させ、本研究で用いたデバイスを得た。

流路内に流す液体の流速を段階的に変化させ多彩の

抵抗変化率を計測することで、センサの較正を行った。

また，細胞懸濁液を流してセンサの応答を計測した。  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

流速の変化に対して、ピエゾ抵抗型センサは線形の反

応を示し、流路壁に加わる圧力を計測できることが示

された。 

 また、本研究のデバイスは細胞懸濁液を流路に流し

た際、細胞が高速に通過するのを 50 kHzのサンプリ

ングレートで検出することに成功した。 

４．その他・特記事項（Others） 
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